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人工知能を活用した胚評価の可能性 

 

 こんにちは！ラボの折笠です。暑い日が

続いていますね。自宅にエアコンが無いの

で、今年の夏も扇風機 2 台体制で乗り越え

ようと考えています。 

 さて、6 月６日～７日の 2 日間、埼玉県

の川越で開催された第 67 回日本卵子学会

学術集会に参加させていただきました。日

本卵子学会とは、ヒトおよび哺乳動物の卵

子を研究対象に、配偶子形成や受精、胚発生

などを研究し議論する学術大会です。今回

は、学会の中でも注目度の高かった「人工知

能と胚評価」についてご紹介いたします。 

 

【人工知能による胚評価システムの登場】 

近年、ヒト不妊治療の現場では人工知能

（AI）による自動胚評価機能を搭載したタ

イムラプスインキュベーターの導入が進ん

でいます。 

 タイムラプスインキュベーターとは、培

養器内に搭載されたカメラによって、胚の

発生過程を一定間隔で撮影・観察できる装

置です。培養器から胚を取り出すことなく、

温度や気相の変化、光の影響を最小限に抑

え、子宮内に近い環境下で観察することが

可能です。このインキュベーターに胚の観

察データを学習さ

せた AI を組み合

わせることで、撮

影された画像を自

動解析し、胚の発

育状況や着床の可

能性を点数化して

評価することが可

能になりました。

代表的なシステムとして、「iDAScore」が

あり、培養士による胚の評価を支援するツ

ールとして活用されています。 

 

【AI による評価の利点】 

従来の形態評価と比較すると、AI による

評価方法では次の 3 つの特徴があります。 

① 一貫性・客観性 

 胚盤胞に至るまでのすべての発生

工程を解析するため、培養士の経験や

観察時の条件によるバラツキが少な

く、より客観的な評価が可能です。 

② 観察の完全自動化 

 胚の撮影や観察を培養器内で自動

的に行うため、データの手動処理やシ

ャーレを培養器から取り出す回数を

減らすことが可能です。 

③ 評価の数値化 

 胚の評価を点数化することで、胚ご

との発生能力や着床の可能性を比較

することが可能です。 

 

【AI 評価の信頼性】 

 従来の形態評価と AI 評価の妊娠率に正

の相関が認められており、形態評価の高い

胚ほど AI 評価も高く、妊娠率も高い傾向が

報告されています。では、AI 評価さえ良け

れば、形態評価はしなくても良いのでしょ

うか？ 

 AI による胚評価は客観的な指標として

期待されていますが、その信頼性について

は様々な検証が進められています。今回の

学会では、iDAScoreのバージョン1(V1)

とバージョン 2(V2)の違いが、胚盤胞の

妊娠率予測にどの程度寄与するのか検討

した結果が報告されました。この研究では、
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Ｖ2 はＶ１と比較し移植可能胚盤胞をより

細かく評価できるようになった一方で、AI

評価が高い胚であっても、着床妊娠率や継

続妊娠率は必ずしも高いとは限らないこと

が示されました。2 回目以降の移植におい

て、V2 群には形態がやや不良な胚を有意

に多く移植していたことが明らかになり、

生化学的流産に至った症例も確認されてい

ます。 

 この結果から、AI 評価を過信せず、従来

の形態評価や患者の年齢・健康状態などの

背景も含め、総合的に判断することでより

高い精度の妊娠予測が可能になることが示

唆されました。 

 

【AI 評価をどう使う？】 

 これまでの形態評価と異なり、AI は受精

から胚盤胞に至るまでの発生過程を記録し、

解析します。そのため、見た目だけでなく、

分割のタイミングや速さなど、成長速度も

胚ごとに比較することができるため、形態

評価Ａランクの胚が複数ある場合には、AI

評価を参考にすることで移植する胚の優先

順位を決めやすくなります。 

 また、本学会で報告された iDAScore と形

態評価の胚盤胞発生率および流産率の比較

では、iDAScore の評価が高い胚は、評価

が低い胚と比較して有意に流産率が低いこ

とが報告されました。これは、形態評価では

判断が困難な、「流産リスクのある胚」を AI

が予測し、染色体の正常性が高い胚を選別

する指標となる可能性が示唆されています。 

 

【まとめ】 

今回の学会では、AI を用いた胚評価の精

度向上や、流産率との関連性など新たな評

価指標に関する研究が数多く報告されてい

ました。AI 評価をこれまでの形態評価と併

用することで、より安全な妊娠・出産に寄与

することに大きな期待を感じました。 

 現在はヒト生殖補助医療で活用されてい

る技術ですが、将来的には牛の受精卵生産

の現場でも応用される日が来るかもしれま

せん。そのためには、まず私自身が形態評価

をしっかりできる目を養い、そのうえで AI

を適切に活用できる技術者になりたいと感

じました。 
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